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まなびあテラスからの 

お知らせを毎月 

おとどけします 

4 月

会期：4／20[土]～7／15[月・祝] 会場：特別展示室    開館時間：9:00－18:00 休館日： 第 2・第 4月曜日   

入場料：一般 500 円（20名以上の団体 400 円）、高校生以下および 18 歳未満 250円 ※障がい者手帳をお持ちの方とその付添者 1名、未就学児は無料 

 

人形師 辻村寿三郎展 

日
本
を
代
表
す
る
人
形
師
、
辻
村

寿
三
郎
。
寿
三
郎
は
人
形
の
創
作
・

上
演
、
映
画
や
舞
台
衣
装
の
デ
ザ
イ

ン
な
ど
多
岐
に
亘
り
活
躍
を
し
て

い
ま
す
。
常
に
時
代
を
読
み
、
敏
感

で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
超
越
し

た
創
作
活
動
は
観
る
者
に
様
々
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
想
い
で
あ
ろ
う
と
、
す
べ

て
の
想
い
を 

私
が
引
き
受
け
、
救

い
と
り
ま
し
ょ
う
」
と
の
思
い
か
ら

寿
三
郎
は
魂
を
込
め
て
人
形
を
制

作
し
て
い
ま
す
。
寿
三
郎
の
手
に
よ

り
生
命
を
与
え
ら
れ
た
人
形
た
ち
。

寿
三
郎
が
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
常
に
代
弁
し
て
き
た
人
形
た
ち
。 

辻村 寿三郎（つじむら じゅさぶろう） 
   

 1933 年、満州錦州省朝陽に生まれ、少年時代を中国大

陸で過ごす。育った料亭で芸者の着物や端切れに親し

み、物心ついたときには割り箸で人形を作っていた。戦

争の最中、11 歳で母の郷里、広島に引き揚げる。 1959

年、26 歳で独立し、幼い頃より趣味であった創作人形

を一生の仕事と決意。1973 年、ＮＨＫ総合テレビ『新

八犬伝』の人形美術を担当し、400 体もの人形を作り、

一躍人気作家となる。1975 年、ＮＨＫ『真田十勇士』

の人形美術を担当。芸術選奨新人賞受賞。その後、蜷川

幸雄出演の数々の舞台衣装デザインを担当、平幹次郎と

の共演等、メディアから舞台まで幅広く活躍する。1996

年、東京日本橋人形町に長年の夢だった自身の人形館

（ジュサブロー館）を開館。2000 年、ジュサブローを

本名の「寿三郎」に改める。数々の創作人形の発表、人

形芝居の上演、舞台衣装デザインなど精力的に行い、そ

の異才ぶりを遺憾なく発揮し、ヨーロッパやアメリカ

等、海外での評価も高い。日本を代表する人形作家であ

りながら人形の世界にとどまらず、総合的なアーティス

トとして各方面より大きな注目を集めている。現在は母

の故郷である、広島県三次市に拠点を移している。 

み
な
さ
ん
初
め
ま
し
て
。
こ
の
た
び
、
上
野
総
合
館
長
の
後
を
受
け
、

4
月
よ
り
ま
な
び
あ
テ
ラ
ス
総
合
館
長
を
務
め
ま
す
、
森
谷 

功
と
申

し
ま
す
。 

ま
な
び
あ
テ
ラ
ス
は
、
図
書
館
・
美
術
館
・
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

が
併
設
さ
れ
た
、
全
国
で
も
稀
有
な
施
設
で
す
。
開
館
か
ら
２
年
余
り

経
過
し
た
現
在
も
注
目
を
集
め
て
お
り
、
他
県
か
ら
自
治
体
の
視
察
が

絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
な
び
あ
テ
ラ
ス
は
、
皆
さ
ん
の
活
動
、

琴
線
に
触
れ
る
逸
品
、
知
識
の
源
泉
、
集
い
の
場
、
こ
れ
ら
が
混
然
一
体

と
な
る
こ
と
で
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
「
薫
り
高
い

文
化
の
街
、
東
根
」
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
の
方
々
は
じ
め
利
用
者
皆

様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
確
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
様
に
、
愛
さ
れ
る
施
設
を
目

指
し
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ま
な
び
あ
テ
ラ
ス
を
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

 
 
 

森
谷 

功 

2019 年 4 月よりまなびあテラス総合館長が交代します お知らせ 

新
総
合
館
長
ご
挨
拶 

前
総
合
館
長
ご
挨
拶 

こ
の
度
3
月
31
日
を
以
っ
て
ま
な
び
あ
テ
ラ
ス
を
去
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
な
び
あ
テ
ラ
ス
の
開
館
半
年
前
の
開
設
準
備
段
階
か
ら
関

わ
り
、
激
動
の
３
年
間
で
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
は
勿
論
、
東
根
市
役
所
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
方
々
、
ご
来
館
い
た
だ
い
た
皆
様
な
ど
、
本

当
に
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
職
務
を
全
う
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
初
め
て
の
東
北
生
活
で
し
た
が
、
山
形
の
方
々
の
人
情
に
ふ

れ
、
お
い
し
い
果
物
・
お
酒
な
ど
、
と
て
も
充
実
し
た
、
で
も
あ
っ
と
い
う

間
の
３
年
間
で
し
た
。
ま
な
び
あ
テ
ラ
ス
は
全
国
で
も
珍
し
い
、
図
書

館
・
美
術
館
・
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
都
市
公
園
ま
で
も
併
設
さ

れ
た
自
由
で
楽
し
い
施
設
で
す
。
ぜ
ひ
森
谷
新
館
長
の
下
、
ま
す
ま
す

皆
様
に
愛
さ
れ
る
施
設
と
し
て
発
展
し
て
い
く
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
山

形
は
私
に
と
っ
て
第
二
の
故
郷
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

上
野 

眞
一 

本
展
で
は
、
創
作
の
原
点
と
言
わ

れ
る
作
品
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
人
形
劇
「
新
八

犬
伝
」
「
真
田
十
勇
士
」
な
ど
懐
か

し
い
人
形
を
は
じ
め
、
二
〇
一
二
年

発
表
の
「
平
家
物
語
縁
起
」
、
そ
し

て
最
新
作
の
人
形
ま
で
寿
三
郎
の

代
表
作
、
約
90
点
を
展
示
い
た
し

ま
す
。
時
代
に
よ
り
移
り
か
わ
る
も

の
、
変
わ
ら
な
い
も
の
は
何
な
の

か
・
・
・
・
。
人
形
師
、
辻
村
寿
三

郎
の
壮
大
な
世
界
観
を
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。 

移
り
か
わ
る
も
の
、 

変
わ
ら
な
い
も
の
。 



    ・・・今月の新刊案内・・・ 

拡大鏡が 

便利です！！ 

図書館 

幅広い年齢の方にご利用

いただける、自由な賑わ

いのある図書館です。 

明
日
は
イ
ー
ス
タ
ー
。
農
場
の
動
物

た
ち
は
集
ま
っ
て
相
談
を
始
め
、
だ

い
す
き
な
女
の
子
ア
ン=

イ
ラ
イ
ザ

に
、
贈
り
物
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
り
、
卵
を

用
意
し
ま
す
。
米
国
で
80
年
以
上

読
み
つ
が
れ
て
き
た
名
作
。 

図
書
館
を
便
利
に
つ
か
い
ま
し
ょ
う 

『たのしいまきばのイースター』  
  

ロイス・レンスキー/作・絵 佐藤 淑子/訳  

徳間書店 K933 ﾚﾝ 

スタンドルーペ 
目にやさしい LED ﾗｲﾄ付（館内中央の机に設置） 

『オセアニアのあやとり 1・2』  
  

野口 とも/著 

誠文堂新光社 798 ﾉ 

国
際
あ
や
と
り
協
会
の
三
千
以

上
の
あ
や
と
り
か
ら
、
オ
セ
ア
ニ
ア

地
域
を
特
集
し
た
２
冊
の
本
。
①

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
。
②
は

ポ
リ
ネ
シ
ア
・
ハ
ワ
イ
・
ニ
ュ
ー
カ
レ

ド
ニ
ア
を
収
録
。
南
国
の
ヤ
シ
の

木
や
ハ
ン
モ
ッ
ク
が
作
れ
ま
す
。 

一般書 児童書 

★ ６(土) 14:00（図書館ｽﾀｯﾌ）          

★１１(木) 10:30（図書館ｻﾎﾟｰﾀｰ・ひこうき雲）    

★１３(土) 14:00（図書館ｽﾀｯﾌ/一般ｻﾎﾟｰﾀｰ）     

★２０(土) 14:00（図書館ｽﾀｯﾌ） Happy Easter 

★２５(木) 10:30（図書館ｻﾎﾟｰﾀｰ・ひこうき雲） 

★２７(土) 14:00（図書館ｽﾀｯﾌ/一般ｻﾎﾟｰﾀｰ） 

展示コーナー 紹介 

平成も残りわずかという

ことで、平成を本で振り

返ってみませんか。「こん

なこともあったな～」と懐

かしくなるはず！平成生

まれの作家の著書も展

示しています。 

 

一般書：「平成をふりかえる」「本屋大賞」 

児童書：「春の絵本」「もうすぐ１年生！」 

ブラウジングコーナー：「雛祭り」 

※ご利用の際は、お気軽に受付の職員へお声がけください。 

日時 4／27（土）  10:00～15:00 

場所 図書館内 グループ研究室前特設コーナー 

「おりがみ しおり作り」 

暖かい日が多くなりました。 

春にぴったりな絵本や、 

新学期に読んでほしい 

お話をたくさん用意しました。 

お友だちや家族と一緒に春 

を読んでみて下さい。 

ひなまつりにちなんだ本を 

展示しています。 

心も暖かな気分になりますね！ 

「おはなしかい＋plus  Happy Easter」 
日時 4 月 20 日（土）14:00～14:30 

場所 図書館 おはなしのへや 

拡大鏡（手のひらサイズ） 
カウンターで貸出しています。（館内のみ利用） 



     3／1～3／10 「東根のひな飾り」展 

市民活動支援センターは、さまざまな

分野で活動している人たち、これから

活動したいという人たちを、分野や領

域を超えて支援する拠点施設です。 

団体登録していただくと各種特典が

あります。詳しくは、総合案内までお

問い合わせください。 

市民活動支援 

センター 

特
別
展
示
室
で
開
催
中
の
「東
根
市
収

蔵 

菅
原
洸
人
作
品
展 

ー
愛
し
き
パ
リ

へ
ー
」
。
東
根
市
に
は
現
在
、
450
点
に
お
よ

ぶ
所
蔵
作
品
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く

が
普
段
は
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、

み
な
さ
ま
の
目
に
触
れ
る
機
会
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
回
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か

ら
、
一
昨
年
、
新
た
に
収
蔵
さ
れ
た
20
点

の
油
彩
作
品
を
含
め
た
、
東
根
市
ゆ
か
り

の
画
家
で
あ
る
菅
原
洸
人
（
す
が
は
ら 

こ

う
じ
ん
）
の
油
彩
・
水
彩
素
描
作
品
約
40

点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

けやきジュニア合唱団 

菅
原
洸
人
は
東
根
市
で
生
ま
れ
、
各
地

を
転
々
と
放
浪
し
た
後
、
神
戸
に
居
を
構

え
、
パ
リ
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
都

市
を
定
期
的
に
訪
れ
な
が
ら
、
美
し
く
情

緒
あ
ふ
れ
る
風
景
や
人
々
の
姿
を
描
き
続

け
ま
し
た
。
そ
の
独
特
な
タ
ッ
チ
と
世
界
感

に
よ
り
、
会
場
内
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
へ
足

を
踏
み
入
れ
た
よ
う
な
感
覚
に
・
・
・
。
是
非

こ
の
機
会
に
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。 

3／9～4／7 東根市収蔵 菅原洸人作品展 

ー 愛しきパリへ ー 

今
回
は
「
け
や
き
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱

団
」
「
東
根
市
混
声
合
唱
団
」
「
北
村

山
レ
イ
ン
ボ
ー
合
唱
団
」
の
3
団
体

が
出
演
し
、
ひ
な
祭
り
を
彩
る
よ
う

な
、
美
し
い
歌
声
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。
総
勢
１９
人
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
お
母
様
に
よ
る
溌
剌
と
し
た
明

る
い
声
に
元
気
を
も
ら
い
、
混
声
合

唱
に
よ
る
、
し
っ
と
り
と
し
た
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
に
、
み
な
さ
ん
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
北
村
山
レ
イ
ン
ボ
ー
合

唱
団
に
よ
る
歌
謡
曲
の
合
唱
で
は
、

手
拍
子
に
合
わ
せ
て
来
館
者
の
み
な

さ
ん
も
一
緒
に
歌
い
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。
出
演
団
体
の

方
々
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
歌
声
に
、
来

場
者
の
み
な
さ
ん
も
、
新
し
い
春
の

訪
れ
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 3

／
3 

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト 

東
根
市
観
光
物
産
協
会
主
催
の
「
東
根

の
ひ
な
飾
り
」
展
が
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
庄
内
、
最
上
、
村
山
、

置
賜
と
、
山
形
県
内
に
つ
づ
く
ひ
な
の
路
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
東
根
市
伝
統
の
ひ
な
飾

り
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
な
び

あ
テ
ラ
ス
会
場
で
は
、
展
示
の
ほ
か
、
ひ
な

ま
つ
り
に
ち
な
ん
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ク

ラ
フ
ト
の
販
売
も
行
わ
れ
、
賞
品
が
当
た
る

ク
イ
ズ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
東
根
市
内
で
は
そ

の
他
、
郷
土
料
理
の
梅
ヶ
枝
清
水
さ
ん
と
、

壽
屋
寿
香
蔵 

野
守
の
宿
さ
ん
で
も
展
示

さ
れ
ま
し
た
。 

3／16 第 3 回まなびあテラス登録団体情報交換会 

北村山レインボー合唱団 

東根市混声合唱団 

小山先生の話を聞く、参加者のみなさん 

今
回
は
１７
団
体
の
代
表
に
参

加
い
た
だ
き
、
団
体
活
動
の
研
修

と
、
交
流
を
目
的
と
し
た
ト
ー
ク

の
２
部
構
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開

催
し
ま
し
た
。
施
設
利
用
の
説
明

で
は
、
プ
リ
ン
ト
工
房
に
て
、
職
員

に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
、
大
型

プ
リ
ン
タ
ー
、
紙
折
機
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
い
ま
し
た
。

ト
ー
ク
で
は
、
館
内
カ
フ
ェ
、
オ
イ

ッ
テ
ィ
・マ
ル
シ
ャ
ン
の
ケ
ー
キ
を
お

供
に
、
各
団
体
の
自
己
紹
介
、
互

い
の
情
報
交
換
や
交
流
を
深
め
る

時
間
を
も
う
け
、
活
動
へ
の
展
望

や
課
題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。 

二つの展示スペースとア

トリエを会場に、古今東西

のさまざまな美をご紹介

します。 

3
／
10 

初
心
者
向
け
古
文
書
解
読
連
続
講
座 

～
『五
人
組
御
仕
置
帳
』(

長
瀞
領
原
田
村)

を
読
む
～ 

1
月
か
ら
始
ま
り
、
全
５
回

に
わ
た
る
連
続
講
座
の
最
終

回
。
こ
れ
ま
で
『
五
人
組
御
仕
置

帳
』
を
解
読
し
て
き
て
、
長
瀞
領

原
田
村
で
守
ら
れ
て
き
た
ル
ー

ル
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た

の
と
同
時
に
、
こ
の
古
文
書
が
当

時
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
の
か
、
ま
た
解
読
す
る
に

あ
た
り
、
当
時
の
生
活
に
つ
い
て

想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
て
判
読
す

る
こ
と
も
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
古
文
書
を
読
み

解
い
て
い
く
こ
と
は
、
先
人
達
が

築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
に
触

れ
、
そ
こ
で
生
ま
れ
育
ま
れ
た
文

化
を
感
じ
る
こ
と
で
も
あ
る
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。 

「
他
団
体
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
一
般
の
方
々
と
交
流

で
き
る
場
を
活
動
内
容
に
組
み
こ
み
、
よ

り
一
層
活
動
の
幅
を
広
げ
た
い
」
と
い
う

提
案
も
あ
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
団

体
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
、
同
じ
思
い
で
活
動
し
て
い
る

団
体
同
士
の
交
流
に
よ
り
、
今
後
の
新
た

な
登
録
団
体
と
し
て
の
目
標
な
ど
を
話

し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
の
講
座
を
通
し
て
、
「
も
っ

と
古
文
書
解
読
に
挑
戦
し
て
み
た

い
！
」
と
の
嬉
し
い
声
も
あ
り
、
実
り

の
あ
る
充
実
し
た
講
座
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
講
師
の

小
山
義
雄
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

美術館 



昭和の日

日

7

月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

13 148 9 10 11 12

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

2 3 4 529 30 1

 

4 月 

★・・・まなびあテラス主催 

○・・・その他主催 

展 覧 会 

スケジュール 

[図書館]  TEL：０２３７-５３-０２２７  FAX：０２３７-４２-１２９５ 

[美術館]  TEL：０２３７-５３-０２２９  FAX：０２３７-４２-１２９６ 

[市民活動支援センター] TEL：０２３７-５３-０２３０  FAX：０２３７-４２-１２９６ 

東根市公益文化施設 

〒９９９-３７３０ 山形県東根市中央南 1丁目７-３ 

TEL：０２３７-５３-０２２３（代表） 

開館時間 

【図書館】  ９：００～２０：００（平日）／９：００～１９：００（日祝） 

【美術館】  特別展示室・市民ギャラリー ９：００～１８：００  アトリエ ９：００～２１：３０ 

【市民活動支援センター】 ９：００～２１：３０ 

ブーランジェリー・カフェ「オイッティ･マルシャン」 ９：００～２１：３０（Ｌ.Ｏ.２１：００） 
第 29号  2019 年 4月 1日発行 

★おはなしかい 
（図書館サポーター 
・ひこうき雲） 

休館日 

●「風景写真展」 東根風景写真愛好会          

休館日 

3/9～4/7     特別展示室 
 

4/20～7/15   特別展示室 
 

3/28～4/3   市民ギャラリーＡ 

★おはなしかい 

★東根市収蔵 菅原洸人作品展 ― 愛しきパリへ ―            

★おはなしかい 

★花育 

 春のお花と遊ぼう 

申し込み：電話か総合案内カウンターへ直接  

 （0237-53-0230 市民活動支援センター) 
 

春を迎える花育プログラム２０１９ 

芽吹きの季節、植物にふれる創作ワークショップ第 2弾 

○レコード鑑賞会 
レコードのよさを広め隊 

★おはなしかい+plus 
Happy Easter 

★おはなしかい ★おはなしかい 
（図書館サポーター 
・ひこうき雲） 

春のお花とあそぼう 
花を使った作品づくりを親子で楽しみます。 

講師：木村聡美（Atelier Momo） 

４／６（土）  時間：14:00～16:00  場所：講座室   

参加費：1,000 円/組  定員：親子 15 組   

対象： はさみが使える年長以上の子どもとその保護者 

 

※ワークショップで使用したお花はお持ち帰りいただけます。  

 

★辻村寿三郎展関連企画ワークショップ 「古布で作る くるみボタン作り」を展覧会

会期中の土・日・祝日、13：30～17：00 の間アトリエにて開催します。 

予約不要／参加無料／展覧会を鑑賞された方のみ。 

○うたごえ練習 
北村山レインボー合唱団 
14：00～ 

★人形師 辻村寿三郎展   

★サポーター
説明会 

★サポーター
説明会 

・・・・・ 辻村寿三郎展 関連企画 ・・・・・ 

「琵琶で楽しむ平家物語の世界」 

6／1（土） 15：30～17：00 

展示作品についてご紹介した後、平家物語を題材とし

た琵琶演奏を楽しみます。 

演   奏：川嶋信子氏（薩摩琵琶・鶴田流） 

曲   目：「祇園精舎」「入道死去」「壇ノ浦」 

場   所：特別展示室・市民ギャラリー 

定   員：50 名（小学校高学年以上・要予約） 

参加費：一律 1,000 円（展覧会の観覧料を含む） 

 

※参加ご希望の方は、ご予約の上、定刻までに 

市民ギャラリーへお集まり下さい。 

※参加費に展覧会の観覧料が含まれているため、 

当日入場券を購入されないようご注意ください。 

「古布で作る 花ピン」 

5／6（月・祝）・6／30（日） 

午前の部 10：00～12：00   

午後の部 14：00～16：00 

古布を使って、お花のピン留めを作ります。 

講   師：渡邉渡（創作人形作家） 

場   所：まなびあテラス 講座室 

定   員：各回 5名（中学生以上・要予約） 

参加費：７００円（展覧会の観覧料を含む） 

申し込み：電話（0237-53-0229）または、総合案内カウンターへ直接 

●連休中の開館時間について 4／28（日）～5／6（月）の期間は、 

日曜・祝日のため、図書館が 19：00 閉館となります。 


